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1. 目的  

 福島第一原子力発電所から放出された放射性セシウムは福島の野山、里、町の木々にも付着した。特に、

大きな木の場合、図１で示すように、放射性プルームが上空を通り抜けるとき盾となってしまうので放射

性物質を多く受け止めたと考えられる。福島県の各民家には、このような大きな木が防風林として植えら

れており、木から放射線が無視できない場合がある。しかし、古くからある家の周りの木を切るには忍び

ない。このように汚染された木の放射能について調べた。 
2. 方法 

 福島市児童公園の大きなモミの木について、木の汚染状況と木の下の土壌の汚染状況を調べた。 

3．結果（平成２４年３月２１日発表） 

 モミの木の汚染状況の結果については、リサーチレポート No.28 で報告した。ここでは、土壌の調査結

果を報告する。 

 福島市児童公園は事故後、早い段階で除染を行った。表面から５ｃｍの土壌を除去したため、除染直後

においては、公園の土壌は元の状態に近かったと考えられる。しかしながら、モミの木の下の土壌の比放

射能は深さ１ｃｍ以内で３４００ベクレル/ｋｇもあった。一方、モミの木の枝から離れた位置での土壌の

比放射能は３５０ベクレル/ｋｇと非常に低い値を示した。これは、モミの木の下は、モミの木に付着して

いた放射性セシウムが降雨によって降下したもの思われる。 

 この結果は、このような常緑樹に付いた放射性セシウムも降雨などによって地面に落下し、時間ととも

に放射能が減衰していくことを示唆している。 

 

図１ モミの木から降下した放射性セシウムによる土壌の汚染 
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